
均等的均衡蓄積軌道の成立メカニズムについて
　　　　　　～富塚氏の「均衡蓄積軌道」概念の論証～

高　橋　　勉

はじめに

　本稿の課題は，資本主義的蓄積の最も抽象的で基本的な蓄積軌道とは何か，

ということを解明することにある．すなわち，「均衡蓄積軌道」概念の解明で

ある．「均衡蓄積軌道」の解明は恐慌論において重要な意味を持つ．という

のも，それを論理的基準とし，そこからの背離として現実の蓄積過程（特に

好況過程）を説くことによって，不均衡やr矛盾」の累積メカニズムを解明

することができるからである．

　と二ろで，この問題に関して経済学的に最も重要な問題提起をされたのは

富塚良三氏であろう．周知のように，富塚氏は「実現を制約する基本原則1〕」

という視点から「生産力水準不変の場合は……部門構成もまた原則として不

変である㍉」という命題を提起され，その状態をr均衡蓄積軌道」と規定され

る．そして，氏はその蓄積軌道からの上方乖離を「過剰蓄積」，「I部門の自立

的発展」とされ，その過程で潜在的に累積した実現問題が「資本の絶対的過

剰生産」によって爆発する論理でもって恐慌を説かれるのである．

　そこで，本稿では，富塚恐慌論において重要な意味を持つ氏のr均衡蓄積

軌道」概念が真であることを論証すると共に，資本主義には均等的均衡蓄積

軌道に収赦するメカニズムが存在していることを明らかにする．

第一節　富塚氏の「均衡蓄積率」概念と富塚批判

本節では，富塚氏のr均衡蓄積率（軌道）」導出論理と従来の富塚批判に関
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するそれぞれの間題点を指摘し，問題解決にあたっての議論の方向性を提起

する．

　さて，富塚氏は「均衡蓄積率」概念の導出にあたって次のように論理を展

開されている．例えぱ，ある年の蓄積において部門間均衡条件が破壊され，

I部門に超過需要，II部門に同額の超過供給が発生したとする．そのような

不均衡はII部門からI部門への資本移動によって解消されうるのであろう

か．氏の回答は否である．それは次の理由による．すなわち，このような見

解をr『実現』の一般的な法則性に関する命題として容認すれば，……第II

部門が停滞ないしは縮小していても第I部門の急速な拡張さえあれぱr実

現」の困難は生じないとするトゥガンの見解をも当然容認しなければならな

いだろう．蓄積率は総生産物w’の価値的・素材的構成によって制約される

ことなく任意の大いさでありえ，蓄積率の変化に応じて部門問への資本と生

産の配分割合も変化しそれによ。一て均衡が維持されうるとする見解は，結局

のところ第I部門の『自立的発展』は無制限であるとする見解に帰着せざる

をえない．……この見解において忘れられているのは，あらゆる生産の流れ

は結局において最終消費財の生産へと結実してゆくべきものであり，一切の

生産は終局において消費と関連し消費に依存している自明の事実である．

　・・生産と消費の間には緊密な連繋がなければならないということは，生産

諸部門閻には技術的＝経済的な関連性があり，それは生産力水準に照応する

ものでなけれぱならないというこ一とにほかならない．ということはすなわち，

資本と生産の部門問への配分割合［部門構成］は所与の生産力水準に照応す

るものでなけれぱならず，生産力が不変の場合はその割合もまた原則として

不変でなければならないということにほかならない3，」からである．つまり，

r実現を制約する基本原則」として部門構成は不変でなけれぱならないので

ある．

　みられるように，富塚氏は，第一に，「あらゆる生産の流れは結局において

最終消費財の生産へと結実してゆくぺきものであり，一切の生産は終局にお

いて消費と関連し消費に依存している」ということをr自明の事実」と認識
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される．これが氏の論理の出発点である．そして第二に，そのr自明の事実」

を根拠にして，「資本と生産の部門間への配分割合［部門構成コは所与の生産

力水準に照応するものでなけれぱならず，生産力が不変の場合はその割合も

また原則として不変でなけれぱならない」というr実現を制約する基本原則」

を導出されるのである．

　しかし，r一切の生産は終局において消費と関連し消費に依存している」と

いうことを「自明の事実」として承認するにしても，だからといって，富塚

氏の「均衡蓄積率」概念が真であることを必ずしも導き得ないのではないだ

ろうか．というのも，氏が両老の媒介項として使用されている諸用語，すな

わち，生産と消費の「緊密な連繋」や生産力と部門構成の「照応」の具体的

な内容が必ずしもr部門構成が原則として不変」ということだけを意味する

とは限らないからである．r自明の事実」から導きだされることはI部門が

無制限には拡大し得ないということに過ぎず，部門構成不変＝均等発展でな

ければ均衡が維持し得ないということを積極的に示しているわけではないで

あろう．ここに論理の飛躍がある．それはツガン批判には成り得たとしても，

富塚氏の命題の根拠として不十分なのである．したがって，富塚氏の論理は

氏の命題の論証としては不十分である．

　一方，従来の論争においては，富塚氏の論証の不十分性を指摘することに

加えて，更に不均等発展における均衡の存在の論証が試みられている．代表

的な論者は井村喜代子氏であろう．井村氏は，富塚氏がr生産と消費との連

繋」という観点から部門間の成長率（拡大率）の関係の問題を提起された点

を評価しつつも，具体的にマノレクスの再生産表式において均衡を維持した不

均等拡大が存在しうることから，rr均等的拡大再生産』以外においても，『均

衡』維持の拡大再生産は可能である4〕」と主張されるのである．確かに，従来

の研究においては，マノレクスの再生産表式の展開過程で需給均衡を維持しう

る蓄積率の組合せは無数に存在し，よって，その過程では均等発展であるこ

とが均衡蓄積の条件ではないということが数学的に論証されている．周知の

ように，マルクスの再生産表式ではI部門の蓄積率がまず外生的に決定され
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たうえで，いわゆるr流通の三犬支点」において需給の一致を維持するよう

に展開され，II部門の蓄積（率〕はその調整要因となっている．すなわち，

そこでは全生産物の「実現」を維持するように蓄積率が決定されるという前

提条件のもとでr杜会的総資本6）再生産と流通」の解明が試みられているの

である5〕．これは理想的平均というr資本論』の論理レベノレに即した分析方

法であろう．この方法で表式が展開されるかぎり，均衡を維持する蓄積率の

組合せが無数に存在することは当然の帰結である．したがって，マノレクスの

表式においては「実現を制約する基本原則」として部門構成が不変である必

要はない．

　しかし，マルクスの表式において均衡を維持した不均等蓄積軌道が成立し

うるにしても，それは富塚氏の命題が偽である事を論証したことにはならな

いのではなかろうか．というのも，富塚氏の「均衡蓄積軌道」概念はマノレク

スの再生産表式で前提条件となっていることを問題にしているからである．

すなわち，（筆者の解釈による）竃塚氏の視点は，なぜI部門の不均等拡大過

程において蓄積率が均衡を維持しうる組合せに決定されるのか，「生産が終

局においては消費に依存して；いる」二とからしてその過程では均衡を維持し

得ない組合せに決定されるので1，セないか，ということなのである．よって，

富塚氏のr均衡蓄積軌道」概念の真偽をマノレクスと同様な表式展開の方法を

用いて論証することは不可能であろう．r実現」を前提としているマノレクス

の表式展開によって不均等拡大におけるr実現」可能を主張したとしても，

それは同義反復となるからである．その結論はすでに仮定によって与えられ

ているのである．したがって，井村氏やその他の論者のように基本的にマノレ

クスと同様な展開方法の表式を用いた富塚批判は説得的ではない．（もちろ

ん，マノレクスの表式で富塚氏の命題を肯定することもできない．）つまり，マ

ノレクスの表式では「実現を制約丁る基本原則」の解明はなしえないのである．

　このように，富塚氏の理論も従来の富塚批判もそれぞれ不十分である．前

考は，「生産の消費への依存」という非常に抽象的な命題を根拠にしているた

めにr部門構成が原則として不変」という具体的な命題を導出することは不

686



均讐的均衡蓄積軌道の成立メカニズムについて （99）

可能であるし，後老は，具体的ではあるが，「実現」を前提にしたマノレクスの

表式を利用しているために「実現を制約する基本原則」の解明がなし得ない．

したがって，富塚氏の「均衡蓄積軌道」概念の真偽を論証するためには，マ

ノレクスの表式のような具体性を備えつつ，しかも，「実現」を前提していない

モデルを構成しなければならないであろう．そこで，目的とするモデノレを構

成するために，我々はマノレクスの表式を以下の二点に関して「改良」しなけ

れぱならないと思われる．

　第一に，モデノレで用いられる利潤率は実現値でなけれぱならない．マノレク

スの表式では「実現」を前提にしているために，資本構成と剰余価値率が与

えられれぱ投下資本量によって資本家が獲得する利潤量（剰余価値量）は一

律に決定するようになっている．そして，利潤（剰余価値）の「実現」を前

提にして蓄積＝投資が行なわれる．しかし，我々は，そこで前提となってい

る「実現」を問題にしているのであるから，投下資本量によって決定される

のは資本家が獲得する剰余価値量ではなく，資本家が生産する剰余価値量で

あることを認識する必要がある．前老と後老を区別しなけれぱならない．そ

こで，本稿では，前者を利潤，後考を剰余価値と呼ぷことにする．したがっ

て，剰余価値率は生産力水準に対応して部門間に等しく与えられているが，

利潤率は市場の需給関係によって決定されるものとする．

　第二に，投資（蓄積）は資本家による次年度以降の利潤率の予測に基づい

て行なわなけれぱならない．先にも述べたように，マノレクスの表式ではI部

門の蓄積率が先に外生的に決定され，II部門の蓄積率はr実現」を維持する

ように決定される．しかし，我々はr実現」を前提にしないのだからこの展

開方法は変更しなけれぱならない．我々はその内部で蓄積額（あるいは成長

率）を決定しうるモデノレを構成しなければならない．ところで，蓄積（投資）

の目的は資本の自己増殖である．よって，蓄積率，あるいは資本の成長率は

資本自己増殖欲求という観点から決定されなければならないだろう．すなわ

ち，両部門の資本家が対等な立場から同時に投資に関する意志決定を行ない，

その結果としての部門間資本移動によって成長率（の部門問比）が決定され
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ることを想定する必要があるのである．これはすでにマノレクスによって明ら

かにされた利潤率均等化法則である．また，これに伴い，商品の「実現」，あ

るいは「均衡」が意味することは，商品が価値ではなく生産価格で売買され

ている状態のことになるであろう6〕．

　以上の表式展開上の諸条件をまとめると，富塚氏が提起されたr実現を制

約する基本原則」の真偽を論証する「道具」としての我々のモデノレにおいて，

蓄積過程は次のようにスケッチすることができる．まず，資本家は次年度以

降の利潤率の予測に基づき投資に関する意志決定を行なう．その結果，利潤

率がより高くなると予測された部門への資本移動が発生する．次に，そのよ

うにして決定された投資（需要）によって今年度の利潤率が決定される．す

なわち，利潤率は所与のものではなく，平均利潤率を基準としつつ需給関係

によって決定される実現利潤率である．よって価格も生産価格を基準にしつ

つ需給関係によって決定される．さらに，今年度の利潤率が来年度の投資行

動に影響を与える判断材料の一つに加わる．一・・以後この過程が繰り返され

るのである．このようなモデノレを以下では蓄積方程式体系と呼ぷ．

　そこで，次節では，このような性質を持つ蓄積方程式体系を具体的に規定

する．

第二節　蓄積方程式体系

　本節では，蓄積方程式体系を構成する方程式を具体的に導出し，その展開

過程を示す．

　まずは，蓄積方程式体系を構成する方程式を導出する．それは5組（6つ）

の方程式から成立している．第一に，利潤率の決定式である．簡略化のため

に資本家消費を捨象すれぱ，総生産物の需給関係は次のように表現できる．

（〃は年度，数字は部門を表す）

　　　　　　1C蜆十1篶十1P蜆＝1C日十1〃C蜆十2C衙十2〃C蜆

　　　　　　2C蜆十2篶十2P蜆＝1γ；十1〃篶十2篶十2〃篶

　　　　　　ただし，C：不変資本　γ：可変資本　P：利潤
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　　　　　　　　　　〃C：追加不変資本

　　　　　　　　　　〃γ：追加可変資本

　前節で述べたように，マノレクスの表式では生産されたものが全て「実現」

されることが前提されているので，投下資本量と資本の有機的構成，剰余価

値率が与えられれぱ獲得しうる利潤量（率）も決まる．すなわち，マノレクス

の表式において需給の均衡を等式で表現する場合一例えぱ，部門問均衡条

件一には，その式において各部門の利潤量（率）は所与であり，それは両

部門の蓄積額（率）の関係を表す式となる．しかし，我々の蓄積方程式体系

はまさに「実現」が問題なのだから，利潤量（率）は実現値でなければなら

ない．したがって，利潤量（率）は需給関係によって決定されなけれぱなら

ず，上の需給関係を表す式において，利潤量（率）は変数である．そこで，

その関係を明示的に表すために上の式を次のように変形する．（力：利潤率）

　　　　　　　　　　　1P蘂　　　　1C蜆十1〃C蜆十2C日十2〃Cπ
　　　　　　1加＝、C蜆十、γ、＝　、C祀十、”　　1

　　　　　　　　　　　2P冗　　　1篶十1〃γ莇十2”十2〃”
　　　　　　・伽＝，P、十，篶＝　、C蜆十、γ蜆　　1

これらを記号を使って表現すると次のようになる．

、力蜆一雌・　　　　　　　0＋1

・加一呼・
ただし，σ1I部門の資本の有機的構成

　　　　＝1c蜆／1篶

　　　　γ：II部門の資本の有機的構成

　　　　㍉c，／。”

　　　　ρ≠γ

　　　2珂：可変資本の部門構成

　　　　＝1篶／凧

　　　　g蜆：I部門の成長率
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　　　　　　　＝（1〃o蜆十1〃篶）／（1c、十1篶）

　　　　　　　＝（1〃c蜆／1C、）＝（1〃”ノ1”）

　　　　　　ん：II部門の成長率

　　　　　　　＝（2〃C蜆十2〃1／；）／（2C蜆十2”）

　　　　　　　＝（2〃C蜆／2c日）＝（2〃”／2γ；）

　第二に，需要総額（蓄積総額〕の決定式である．均衡蓄積軌道を規定する

際には，総供給と総需要が等しいことを前提にしなけれぱならない．なぜな

ら，はじめに述べたように，均衡蓄積軌道は総需要と総供給が異なっている

現実の景気変動過程を分析する論理的基準として意味を持つからである．そ

こで，本稿では，生産された総剰余価値が総利潤に等しいことを以て総需要

と総給供の一致を表現することにしよう．このとき，今年度に獲得された総

利潤と同額の蓄積が行なわれるならば，総蓄積額は生産された総剰余価値額

に等しくなる．すなわち，

　　　　　　　1〃C。十1〃篶一一2〃Cπ十2〃”＝1〃π十1〃、

　　　　　　　　　　　　ただし，〃：剰余価値

これを記号を使って表現すると次のようになる．

　　　　　　　　　2蜆（σ十1）9パ十（7＋1）ゐ、＝刎（2、十1）③

　　　　　　　　　　　ただ一し，閉：剰余価値率

　　　　　　　　　　　　　　　　＝1〃、／1篶

　　　　　　　　　　　　　　　　＝。〃蜆ノ。”

また，資本の有機的構成一定の場合を考察対象としているので，剰余価値率

も一定であると仮定する．

　第三に，蓄積（投資）の部門間配分比率，あるいは成長率の部門間比の決

定式である．上で述べたように，今年度の総蓄積額は今年度に獲得された総

利潤に等しいことが仮定されている．したがって，粗成長率（＝成長率十1）

の比は粗利潤率（＝利潤率十1）の比と部門間資本移動を表現する変数（α蜆）

によって次のように表現される．

690



　　　　　　　　均等的均衡蓄積軌道の成立メカニズムにっいて　一　　　　　｛103〕

　　　　　　　　　1〃C珂十1〃篶　　　　　　　1P蜆
　　　　　　　　　　　　　　　十1　　　　　　　＋1
　　　　　　　　　1C。十1”　　　　　　lC蜆十1”
　　　　　　　　。〃C蜆十。〃篶　＝　。P蜆　’α蜆
　　　　　　　　　　　　　　　十1　　　　　　　＋！
　　　　　　　　　2C蜆十2γ屈　　　　　2C蜆十2篶

このとき，α蜆は1との犬小関係によって部門間資本移動の方法と程度を表現

している．例えぱ，α。＞1であれば，粗成長率の比が粗利潤率の比よりも大

きくなり，I部門ではI部門の資本家が獲得した利潤以上に蓄積が行なわれ

ていることになる．上述のように，本稿のモデノレにおいては今年度に獲得し

た利潤と同額の蓄積が行なわれる事を仮定しているので，これはI部門への

資本移動を表現しているのである．そして，α蜆が1より大きいほどより犬き

い資本移動が発生しているのである．逆の場合は逆であろう．また，α蜆＝1

であれぱ，粗成長率の比と粗利潤率の比が等しくなる．これは部門間資本移

動が発生していない（あるいは相殺されている）事を意味しているのである．

　ただし，上の式においては右辺が左辺を規定しているのではないことに注

意しなけれぱならない．というのも，賢本家が今年度の投資を行なう時点で

は今年度の利潤率を知り得ないからである．むしろ，この式は個々の資本家

が投資する部門の選択を行なった結果，事後的に成立する粗利潤率と粗成長

率の関係を示しているのである．よって，そのことを考慮しつつ，因果関係

を示し得るようなかたちに変形すれぱ，上の等式は記号を使って次のように

表現することができるであろう．

　　　　　　　　　　　　（9祠十1）／（1力蜆十1）

　　　　　　　　　　　町丁＝α1　　　　　④

この④式においては，右辺が左辺を規定しているのである．

　第四に，部門問資本移動の決定式である．前節で述べたように，資本家は

次年度以降の利潤率の予測に基づいて今年度の投資を行なう．つまり，より

利潤率が高いと予測される部門へ資本移動が発生し，その部門の成長率がよ

り大きくなるのである．二れがマノレクスによって解明された利潤率均等化法

則を成立させる原動力である．

　ところで，簡略化のために，資本家は過去の利潤率の傾向のみを根拠とし
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て次年度の利潤率の予測を行なうとしよう．その場合，その予測には短期的

な視点と長期的な視点の両方があると思われる．というもの，前老だけでは

その予測が次年度以降も持続一しうるかどうか確信し得ないし，後者だけでは

需要構造の変化等への対応が遅れて超過利潤の獲得に失敗するかもしれない

からである．そして，具体的には資本家は次のような判断を行なうであろう．

例えば，過去4，5年の傾向といl1短期的視点から次年度ではI部門のほうが

利潤率が高くなると予測されたとする．このとき，過去10年という長期的

視点からも次年度ではI部門のほ．うが利潤率が高くなると予測されたなら，

その予測を確信する資本家が増えるだろうし，逆に長期的な傾向から次年度

ではII部門のほうが利潤率が高くなると予測されたなら，I部門の方が利潤

率が高くなるという短期的傾向からの予測を疑わしく思う資本家があらわれ

るであろう．したがって，短期的予測と長期的予測が一致している前者の場

合には，文句なしにI部門への資本移動が発生するが，短期的予測と長期的

予測が一致していない後者の場合には，必ずしもI部門への資本移動が発生

するとは限らないし，仮に発生するにしても，前老の場合に比べてより少な

い資本がII部門からI部門へ移動すると考えられるのである．

　そこで，このような視点からの資本家の予測の結果として発生する部門間

資本移動の決定式として，我々は次の式を採用することも可能であろう．

　　　　　　　　1余11拙（差詰）柵簑11）

　　　　　α、：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

ただし，

1加一1＋1 1加一5＋1

　　　　　　　　　　虹十　十虹
批（二髪詰）・熾・…祭＝：羊㌧
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　　　　　　　　　　　　　　　1加一1＋1＋　＋虹ユ
　　　　　　批（1結）一荻■］十’。。仙十1　⑤・

このとき，⑤式の分子の第一項は短期的な予測の結果，第二項は長期的な予

測の結果起こり得る部門間資本移動を表している．すなわち，前老は前年度

の粗利潤率比と遇去5年間の粗利潤率比の変化率の平均との積，後老は過去

10年問の粗利潤率比の平均である．そして，両老の平均から部門間資本移動

の方向と規模が決定される二とになっているのである．（ただし，〃＝1のと

さ，部門間資本移動が発生しないと仮定する．また，⑤aは，〃≦6において

は第1年度から前年度までの粗利潤率の比の変化率の平均を，⑤bは，〃≦1O

においては第1年度から前年度までの粗利潤率の比の平均を表すことにす

る．）もちろん，現実には利潤率の予測は⑤式のように単純ではない．しか

し，本稿の論理レベルからして，このような簡略化は止むを得ないだろう．

　第五に，部門構成の決定式である．可変資本の部門構成を2蜆とすると，総

資本の部門構成は次のようになる．

　　　　　　　　1C蜆十1”＿　（σ十1）・1γ；＿σ十1
　　　　　　　　2C蜆十2篶’（γ十1）・21！；■γ十1．2皿

本稿では資本の有機的構成を一定であると仮定しているので，総資本の部門

構成の変化を考察するためには可変資本の部門構成（2蜆）を考察すればよい．

そこで，

　　　　　　　　1”　　　　（9、＿1＋1）・1”＿1＿　　（9蜆＿1＋1）
　　　　　　為＝T＝（ゐ蜆．1＋1）。、篶．1一（㎞．1＋1）’z蜆一1⑥

以下では，断りのないなぎり2蜆を部門構成と呼ぷことにする．

　このように，蓄積方程式体系は6つの変数（1力蜆，。力、，g蜆，乃蜆，2珂，α珂）と6

つの方程式（①～⑥）から成り立っている．そして，その展開過程は次のよ

うになるであろう．

　まず，初期条件として第1年度の部門構成（Zl）が与えられ，また，上述の

ように便宜的に第1年度には資本移動が発生しない（αF1）とする．このと

き，それらを①，②，③，④に代入すると第1年度の成長率（g、，ん1）と利潤率
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（1か，。か）が同時に決定される．（ただし，g蜆十1〉O，ゐ、十1〉Oに注意する．）

そして，前老を⑥に代入して第2年度の部門構成（2。）が決定され，後者を⑤

に代入して第二年度の部門間資本移動（α。）が決定される．以後，この過程

が繰り返されるのである．

　そこで，次節では，本節で導出した蓄積方程式の展開によって，「実現を制

約する基本原則」として都門構成が不変でなければならないという富塚氏の

命題を論証する．

第三節　「均衡蓄積軌道」の導出

　本節では，前節で規定した蓄積方程式体系を使ってr実現を制約する基本

原則」として部門構成が不変でなけれぱならないことを論証する．その方法

として，第一に，「実現を制約する基本原則」として部門構成が不変でなけれ

ぱならない条件を導く．そして，第二に，資本主義においてはその条件が

（結果的に）必ず成立することを示す．すなわち，蓄積方程式の展開によっ

て，資本主義経済にはその条件を成立させるメカニズムが存在することを示

す．

　まず，「実現を制約する基本原則」として部門構成が不変でなけれぱならな

い条件を導く．均衡（＝生産価格）が成立している状態においては部門間で

利潤率が等しい．すなわち，

　　　　　　　　　　　　　　1加＝2加

これを前節の①と②に代入すると，

（、隼1、葦1）（伽・1）一（、÷1み（チ十1））（伽・・）⑦

　ところで，gハーゐ、＝f呵とし，これを前節の③に代入してg蜆とん兀をサ蜆で

表すと，

　　　　　　　　　　　　刎（；；蜆十1）十丘π（7＋1）
　　　　　　　　　　9日＝。、（σ十1）十（γ十1）

加＿閉C・1＋1）一左1・蜆（十1）

　　　ξ、（α十1）十（γ十1）
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これらを⑦に代入すると，

（姜岩ザみ・葦辛トーγ）・ら

　　　　　　　・ん・（、睾1、辛、、十1・み（チ十1））一・　⑧

　　ただし，ノし＝㎜（2尻十1）十み（σ十1）十7＋1

このとき，2π，σ，γ，㎜＞Oであるから，λ祀＞Oである．

　したがって，部門構成不変（＝均等成長）の場合にのみ均衡が成立するた

めには，⑧において工蜆＝O（g”：免蜆）の場合にのみ等号が成立する条件を導き

ださなけれぱならない．その条件とは，次の二つの式を同時に充たす2蜆と

σとγの組合せが存在することである．

姜辛1σ一島・葦幸トγ・・

　　　　　　　」しみ　1＋　γ　＝O
　　　　　　　　σ十1　7＋1　γ十1　2蜆（σ十1）

　そこで，まず⑩を整理すると，

　　　　　　　　　（σ十1）2蜆2＋（11γ）2”一γ（γ十1）＝O

これを因数分解すると，

　　　　　　　　　　（2ゾ7）（卿十み十γ十1）二〇

このとき，2蜆，σ，γは正だから，

　　　　　　　　　　　　　脇十2π十γ十1＋’O

よって，⑩式が成立するためには，

　　　　　　　　　　　　　　　2蜆一γ＝O

次に，2蜆＝7を⑨に代入して整理すると，

　　　　　　　　　κ〆十（一〆十27＋1）σ一2〆一γ≠O

これを因数分解すると，

　　　　　　　　　　　（σ一7）（σ7＋27＋1）≠O

このとき，σ，7は正なので，

　　　　　　　　　　　　　　仰十27＋1≠O

⑩a
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よって，⑨式が成立するために1ヨ．，

　　　　　　　　　　　　　　σ一7＋O　　　　　　　　　　⑨a

　したがって，r実現を制約する基本原則」として部門構成不変でなけれぱな

らない条件とは，2月とσとγが次のような関係にあることである．

　　　　　　　　　　　　　　三1冗＝γ≠σ

すなわち，資本家消費を捨象した場合，「実現を制約する基本原則」として部

門構成不変でなけれぱならないのは，両部門の資本の有機的構成が異なって

いて（梓γ），可変資本の部門構成がII部門の資本の有機的構成に等しい場

合だけである副．本稿では，都門間で有機的構成が異なっていると仮定して

いるので，重要なのは可変資本の都門構成と資本の有機的構成の関係である．

　そこで，r実現を制約する基本原則」として部門構成が不変でなければなら

ないという富塚氏の命題が成立寸るためには；資本主義経済においては資本

の有機的構成一定の場合には2蜆・！7以外の部門構成は存在し得ないことを

論証しなけれぱならない．すなわち，初期条件において素材的に拡犬再生産

可能な如何なる部門構成であっても，その部門構成が結局は2蜆＝γに収敏す

ることを論証しなけれぱならない．（そもそも拡大再生産不可能な部門構成

から論理を出発しても無意味であろう．）

　このような観点から，以下では部門構成が2戸7に収敷する二とを具体的

な数値例で示す．

　まず，初期値として代入する部門構成の範囲を求める．第一年度において

素材的に拡大再生産可能であるためには以下の二つの不等式を充たしていな

ければならなし、．

　　　　　　　　　　　1Cl＋1γ十1〃1〉1C1＋2α

　　　　　　　　　　　2α十2γ十2〃1＞］”十2乃

これより，

　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　一＜21＜γ十刎
　　　　　　　　　　　　1＋〃1

マノレクスのいわゆる「出発表式7〕」と同様に，ρ＝4，γ＝2，刎＝1を代入する

搬6



Z皿

5一

均等的均衡蓄積軌道の成立メカニズムについて

　　　　　　　図1

｛109〕

2・

1・

’、一｝

l1三1訓ぺ1』lO171blウln

図2
Z。

　
4
3
．
5
－
　
3
・
2
．
5
・
　
2
・
1
．
5
－
　
1
・

1　　－I　　2I　　31　　‘l1　　5I　　61　　’11　　31　　1川51　　ω　　’11 31　　1川 n

697



｛1ユO） 一橋論麹　第106巻　第6号

と，

　　　　　　　　　　　　　　1〈21〈3

そこで，初期条件として21＝1，3を代入し，その緒果として都門構成の変化

を調べれぱ，すべての場合を確かめられることになる．

　次に，この値を前節で示した展開方法に代入し，100年度までの部門構成

等の変化を示したものが表1と表2であり，部門構成の変化をグラフに表し

たものが図1と図2である．それらから明らかのように，部門構成は限りな

く2（＝γ）に近付いていることがわかる．すなわち，資本主義経済には可変

資本の部門構成がII部門の資本の有機的構成に等しく収救するような傾

向＝法則が存在しているのである9〕．

　このように，「諸資本の競争」に基づく蓄積方程式体系の展開の結果，資本

主義的蓄積には利潤率均等化法則を動力として資本の有機的構成（≒生産力

水準）によって規定された特定の部門構成に収微し，均等的均衡蓄積軌道と

なる傾向が存在することが明らかとなった．すなわち，資本主義経済におい

ては資本の有機的構成一定の場合には2蜆＝γ以外の部門構成は存在し得な

いのである．そして，その部門構成においては，均等発展に於いてのみ均衡

が維持されうる．したがって，全ての商品のr実現」が可能となる条件とし

て部門構成が不変でなけれぱならず，また，その条件は法則としてこの蓄積

軌道に貫かれる．よって，「実現を制約する基本原則」として「部門構成不

変」でなければならないという富塚氏の命題が成立することになる．

第四節　まとめ

　以上の考察より次の二とがわかった．第一に，富塚氏のr均衡蓄積率」概

念の導出論理はr生産の消費への依存」という抽象的な命題の拡大解釈に基

づくものであり，論証として不十分である．しかし，第二に，マルクスの表

式展開においては蓄積率を特定する論理が存在せず，しかも必ず「実現」を

維持する前提に基づいて展開されている．よって，マノレクスの表式展開から

の結論を根拠にして不均等発展に．おける均衡の存在を主張しても同義反復で
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あり，富塚氏の命題を否定することはできない．（もちろん，肯定することも

できない．）氏の命題を検討するためには，r実現」を前提せずに，r諸資本の

競争」に基づきその内部で蓄積率を特定し得るモデノレを用いる必要がある．

第三に，そのようなモデル（蓄積方程式）の展開の結果，「諸資本の競争」に

基づく利潤率均等化法則により資本主義的蓄積は部門構成一定でなけれぱ均

衡を維持し得ない特定の部門構成に収敏する事がわかった．すなわち，そこ

では全ての商品のr実現」が可能となる条件として部門構成が不変でなけれ

ぱならず，また，その条件は法則としてこの蓄積軌道に貫かれている。よっ

て，「実現を制約する基本原則」としては「部門構成不変」でなけれぱなら

ず，富塚氏の「均衡蓄積軌道」概念は正しい．氏が生産力水準（≒資本の有

機的構成）と部門構成の関係に着眼されたことは，恐怖論研究の大きな一歩

として評価されるべきであろう．

　このように，r実現を制約する基本原則」として導きだされた均等的均衡蓄

積軌道は資本主義に内在し，実態的な根拠をもつ現実からの抽象である．よ

って，それは資本主義的蓄積過程の最も基本的な蓄積軌道であり，それ故に

恐慌論において「不均衡」の累積過程を解明するための「論理的な基準」と

して意味を持つ．そもそも架空なものであれば「基本原則」も架空なものと

なるであろうし，また「不均衡」検出の「基準」にさえなり得ない．恐慌論

において架空な蓄積軌道を論理の出発点とし，そのからの背離としてr不均

衡」を説くべ’き積極的な理由は存在しないであろうm｝．

　ところで，本稿における生産力水準一定の仮定は資本にとってたいへん不

満であろう．なぜなら，資本は生産力を拡大することによってより多くの剰

余価値を獲得しようとするし，また超過利潤（特別剰余価値）を獲得するた

めに資本構成を高度化して生産性を上昇させたいという欲求を持っているか

らである．したがって，二の蓄積形態は資本主義的蓄積としては不十分であ

り，新たな蓄積形態に転化せざるをえない．そのような賛本の有機的構成高

度化を伴う蓄積軌道を解明することが次稿の課題である．

　　1）富塚良三『増補　恐慌論研究』未来社p．333
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2）　同上p．89～p．90

3）　同上pI332～p．333

4）井村喜代子『恐慌・産業循環の理論』有斐閣p．72

　ただし，井村氏は「均衡」を維持した「I部門の不均等的拡大」を「消費との

　『照応』関係を破って，消費との関係においては『過度』に拡大していってい

　るもの」（同上p．105）とされ，その過程においてr〈生産と消費の矛盾〉が深

　化していることが明らかであろう」（同上p．ユ07）と述べられているので，そ

　の意味では富塚氏によるrI部門の自立的発展」の把握と実質的な相違は存

　在しないものと思われる．ただし，井村恐慌論では，「I部門の不均等的拡

　大」においては「均衡」が維持されているにもかかわらず，なぜ生産と消費

　の「照応」関係が破られていることになるのか，さらには，なぜ「生産と消

　費の矛盾」が深化しているこ・とになるのか，ということが不明確とならざる

　をえない．（詳しくは別稿に譲る．）

　　なお，「均衡蓄積軌道」をめぐっての論争の基礎には，蓄積率と部門構成で

　はどちらが独立変数であるか，という久留問＝富塚論争がある．

5）水谷謙治氏は，不均衡の原因やそれが恐慌となる条件の解明はマルクス

　再生産表式論のr課題を越えた間題」と把握されている、（『再生産論』有斐

　閣P．60）

6）松石勝彦氏も生産価格を「均衡価格」と主張されている．（『マノレクス経済

　学』青木書店p．205）

7）　マノレクス『資本論』第二巻大月書店p．632

8）　この条件が成立しているとき，次の等式も必ず成立する、

　　　　　　　　　　　1Cπ＿σ・1篶＿α
　　　　　　　　　　　τ’γ。”一72蜆＝σ

　これは，可変資本の部門構成がII部門の資本の有機的構成に等しい場合に

　は，不変資本の部門構成がI部門の資本の有機的構成に等しくなる事を示し

　ている．

9）　さらに，均等的均衡蓄積軌道においては，次の二つの等式が必ず成立す

　る．

　　　　　　　　1”＝2パル；＝γ・2y蜆＝2Cπ

　　　　　　　　、〃篶＝1”。1－1”三2C珂十1－2C蜆：2〃Cπ

　これは，部門間均衡条件が成立することに加えて，補填部分においても蓄積

　部分においても部門問均衡が成立している事を示している．

1O）多くの論者は均等的均衡蓄積軌道の現実的成立根拠に関して否定的な見
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　　　　　　均等的均衡蓄積軌道の成立メカニズムにっいて　　　　　　　（113）

解を示されているし，富塚氏自身もそうである．（富塚前掲r増補　恐慌論研

究』p．105）しかし，そのような議論においては資本の内的本性＝自己増殖欲

求を事実上捨象して議論を進めているためにその様な結論になったと思われ

る．自己増殖欲求に基づいて利潤率のより高いほうに資本移動が行われる，

という資本の投資行動を前提にしなけれぱ，すなわち，資本に内在するとい

う意味での現実的な投資行動の基準を前提にしなけれぱ，均等発展する現実

的根拠が存在しないのは当然である．まさに，その様な現実的な投資行動の

基準が資本主義には存在していることこそ，均等発展にむかう現実的根拠な

のである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大学大学院博±課程）
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